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「第６期刈谷市障害福祉計画・第２期刈谷市障害児福祉計画（案）」  

パブリックコメントの結果について  

 

１  実施状況  

(1)募集期間     令和 2 年 12 月 1 日（火）～令和 3 年１月 4 日（月）  

(2)意見の件数    8 件（ 4 人）  

(3)提出方法の内訳  メール： 6 件、ファックス： 2 件  

 

２  意見の概要と市の考え方  

 頁  意見の概要  市の考え方  

１  41 

一定 の 支 援が 受 け られ る 障

害児に比べ本人の 努力にかか

ってくる障害者に 対する支援

として、新たな設備がなくても

取り組めるペアレ ントメンタ

ーやピアサポート の拡充を早

期に進めてはどうか。  

 障害者に対する 支援の一つ

として期待される ペアレント

メンターの確保や 当事者間の

情報交換の場とな るピアサポ

ート活動につきましては、早期

の実施に向けた取 組を進めて

いきます。  

２  49 

市民だよりでの障害理解促進

の啓発記事として障害に関する

マークの一覧の記事があるが、

マークを使用している人の声を

掲載すると、具体的になってわ

かりやすいのではないか。  

また、同内容の記事を社協だ

よりにも掲載してはどうか。  

障害 に 対 する 市 民 の理 解 促

進は、共生社会の実現に向けて

不可欠なものと捉えており、ご

意見を参考に効果 的な啓発の

実施について検討します。  

社協 だ よ りへ の 掲 載に つ い

ては今回のご意見 について 社

会福祉協議会に情 報共有を行

います。  
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 頁  意見の概要  市の考え方  

３  52 

意思疎通支援事業の見込量確

保の方策として、手話通訳者及

び要約筆記者養成講座の開催が

挙げられているが、講座を広く

周知する方法として、市民だよ

りなどにサービス利用者の声を

掲載してはどうか。  

サー ビ ス の担 い 手 とな る 人

材確保の促進とサ ービス自体

の周知については、ご意見を参

考に効果的な周知 方法につい

て検討をしていきます。  

 

４  44- 

サービス等の見込量について

月当りの延べ人数や総時間数で

表しているが、どのサービスが

不足していて緊急性が高いのか

が分からない。需要に対して、

供給できる量が不足している割

合を数字化して、緊急度の整理

をしてはどうか。  

また、市内サービスの運用状

況を毎年実施してサービス提供

事業者がサービス提供できない

事態にならない対策を講じてほ

しい。  

サー ビ ス の見 込 量 につ き ま

しては、増加量が大きいほど今

後需要が増大する ものと考え

ています。サービスの提供体制

につきましては毎年、見込量の

進捗状況を把握・分析するとと

もに、事業者からの情報収集に

努め、適切な支援が行き届くよ

うサービス提供の 確保に取り

組んでいきます。  

 

 

５  

44 

46 

47 

53 

幅広い事業者の参入を促すた

めに、現状の事業所数及び目標

とする事業所の数を掲載した方

が明確で分かりやすいのではな

いか。  

また、第５期のサービスの見

込量と実績の数を比較した形で

事業所数を掲載した方が現状及

び課題も分かりやすくなるので

はないか。  

 事業所の状況に つきまして

は、現行計画の計画期間である

平成３０年度から 令和２年度

までの市内に所在 する事業所

数の推移を掲載します。  

 事業所数の目標 値につきま

しては、国の基本指針において

設定すべき指標と して示され

ているのが、サービスの見込量

とその確保の方策 となってい

ることや、適正な目標値の基準

も明確でないこと から掲載し

ない予定です。  
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 頁  意見の概要  市の考え方  

６  
36 

47 

グループホームについての運

営費に対する補助事業につい

て、どういった補助事業がある

のか、どのような補助事業なの

かの注釈を掲載した方が分かり

やすいのではないか。  

 各補助事業につきましては、

計画期間中の社会 情勢の変化

などに応じた制度 変更も考え

られることから、計画において

は「必要な支援を行う」として

います。対象となる事業者や新

たに参入を考えて いる事業者

に対しては、随時、案内を行う

ことで周知を図ります。  

７  48 

福祉サービスの利用者数、相

談件数が年々と増加していく中

で相談支援事業所数、相談支援

専門員の配置数はあまり変わら

ない状況である。第５期障害福

祉計画策定時のアンケート調査

では、相談員が不足していると

いう回答も出ている。グループ

ホームや生活介護等の他の福祉

サービスと同様に計画相談支援

においても新規及び幅広い事業

所の参入が必要と見込量確保の

方策に盛り込むのが良いのでは

ないか。  

計画 相 談 支援 の 項 目に お け

る見込量確保の方策について、

幅広い事業者の参 入が必要で

ある旨の記載を追加します。  
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 頁  意見の概要  市の考え方  

８  3 

障害福祉サービス事業所の人

材確保については、「人材不

足」の意見が各事業所から多数

出ており自立支援協議会におい

ても地域課題として挙がってい

る。人材確保のために関係機関

との連携や福祉のイメージアッ

プにつながる情報発信が必要と

思われる。しかし、事業所だけ

ではなかなか解決に至らないた

め、市としても積極的な周知や

広報に取り組む方針を計画に盛

り込んでいただきたい。  

市と し て も福 祉 人 材の 確 保

は地域の重要課題 と認識して

います。計画では、今回示され

た国の指針を掲載しており、こ

れに従って周知・広報の具体的

な方法について、刈谷市障害者

自立支援協議会及 びその関連

部会において関係者間で協議・

検討を行っていきます。  

 


